
新規大学等卒業予定者の地元就職を促進するため、
「オールやまがた学生就職面接会」を共同開催

＜山形県のコメント＞
労働局（ハローワーク）と連携する

ことで学生の多様なニーズに応じた
効果的なマッチングが可能となった。

＜労働局コメント＞
◆新規求人の掘り起こしにつながった。
◆学生に対する案内が効果的である。
◆県外へ進学した学生の参加を多数得ら
れた。

国と地方自治体の連携による雇用対策好事例

【課題･目的】

≪照会先≫ 山形労働局職業安定部職業安定課・・・・・・・（℡ 023(626)6109）（HP: http://yamagata-roudoukyoku.jsite.mhlw.go.jp/)

【山形県】 【山形労働局・ハローワーク】

【実施概要】

【役割分担】

大学生の中央大手企業志向が高まっている中で、地元への就職
を希望する学生や長期にわたって就職活動を継続する学生を支
援するとともに、地域の魅力ある企業とマッチングを図る。

◆ 企業訪問ツアー
企業 ２１社（製造業コース・サービス系コース） 学生 ４９人

【山形県】
◆地元の高校を卒業し進学した子を持つ
保護者に案内文を送付
◆求人企業情報の収集及びハローワーク
への提供
◆面接会の運営

【労働局・ハローワーク】
◆求人開拓(若者応援企業の募集含む)

◆大学等への周知(県外大学含む)

◆面接会の運営(職業相談コーナーの設置)

【効果】

◆ 県内各ハローワークすべての地域から求人企業を募集し、県内
４ブロック毎に個別ブースを配置して個別面談を実施

◆ 面接会の前日に企業訪問ツアー（バスツアー）を実施し、面接
会参加企業の仕事の内容を事前に知る機会を付与

◆ 就職面接会
企業 １１２社 求人数 ６９４人 学生 ４００人 内定者 ７６人


